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大阪教区少年連盟結成60周年記念事業

第50回夏季交歓会@三重
報恩のつどい
新教材「けはカルタ」誕生
周年記念祝賀会@ホテル日航大阪

〔表紙写真〕2024夏季交歓会 キャンプファイヤー

結成60周年特別号



第50回夏季交歓会@三重
大阪教区少年連盟結成60周年記念事業

2024年8月18日～20日
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２
０
２
４
年
８
月
　 

日
～ 

　
日
、
三
重
県
に

お
い
て 
『
第
　 

回
夏
季
交
歓
会
』
が
開
催
さ

れ
た
。
少
年
連
盟
と
し
て
の
宿
泊
行
事
は
５
年

ぶ
り
。
参
加
者
は
、
小
学
１
年
生
～
中
学
生
２

年
生
　 

名
、
ス
タ
ッ
フ
・
事
務
局
を
合
わ
せ

て
総
勢
　 

名
で
あ
っ
た
。
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宿
泊
拠
点
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市
の 

『 

ス
ズ
カ
ト
』　（
三

重
県
立
鈴
鹿
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）。
昨
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
話
題
の
施
設
で
あ
る
。

　
仏
参
を
は
じ
め
、
定
番
の
カ
レ
ー
作
り
・
肝
試
し
・
海
水

浴
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
加
え
、
周

年
事
業
特
別
企
画
と
し
て
、『
海
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
体
験
』

や
『
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
遊
ぼ
う
』
な
ど
、
記
念
事

業
な
ら
で
は
の
特
別
感
あ
ふ
れ
る
３
日
間
で
あ
っ
た
。

記念事業としての特別感

　
全
体
統
括
の
森
川
さ
ん
は
、「
地
域
や
年
齢
を
超
え
て
共

に
過
ご
す
時
間
は
貴
重
で
、
こ
こ
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
こ

と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
閉
会
式
後
の
別
れ
際
に
は
、「
ま
た
来
年
も
参
加
し
よ
う

ね
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が
声
を
か
け
あ
う
場
面
も
。
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
、
引
率
と
い
う
重
責
が
も
た
ら
す
疲
労
感

は
、
こ
の
一
言
で
報
わ
れ
る
。

　
結
び
に
森
川
さ
ん
は
、「
子
ど
も
も
大
人
も
共
に
学
び
、

喜
び
、
心
が
あ
っ
た
か
く
な
る
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
夏
季
交
歓
会
。
次
は
第
１
０
０
回
開

催
に
向
け
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す 

」
と
　

意
気
込
む
。



　
２
０
２
４
年
　 

月
９
日
、
本
願
寺
津
村
別
院
に

お
い
て
、『
報
恩
の
つ
ど
い
』 

が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
総
勢 

　 

名
。　
ま
た
同
時
に
、『
第
　
回

児
童
生
徒
作
品
展
』　
も
開
催
さ
れ
た
。

 
『
報
恩
の
つ
ど
い
』 

で
は
、
ま
ず
本
堂
に
て
皆
で

「
ら
い
は
い
の
う
た
」
を
お
勤
め
。
出
勤
は
、
事

前
に
単
位
会
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
希
望
者
を

報

恩

の

つ

ど

い

第
　
回
児
童
生
徒
作
品
展

58

58
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募
っ
た
。
続
い
て
、
作
品
展
の
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
は
、
場
所
を
津
村
ホ
ー
ル
に
移
し
て
の
恒
例
「
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
」。
役
員
企
画
の
「
し
っ
ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
」・「
○
×
ク

イ
ズ
」
を
は
じ
め
、
京
都
女
子
大
学
宗
教
教
育
部
の
学
生
２
名
に

よ
る
「
チ
ョ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
」
な
ど
場
内
は
熱
気
に
包

ま
れ
た
。

　
全
体
統
括
の
源
さ
ん
は
「
こ
の
『
報
恩
の
つ
ど
い
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
少
年
連
盟
の
各
事
業
は 

、〝
お
か
げ
さ
ま
〟 

で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

報恩講
親鸞さまに
ありがとう

作品展受賞作品は
次のページに

48



河中北組 浄福寺

浄福寺子供会

松井 苺香

三郡組 西性寺

さいしょうじ日曜学校

澤山 希〔小４〕

島上南組 圓正寺

圓正寺キッズクラブ

石田 はると

中島東組 定専坊

山本 慶

南郡組 光圓寺

光圓寺日曜学校

まつもと とうり

天野北組 光明寺

光明寺有志

松本 奏汰

豊島北組 善福寺

よい子のつどい

荒木 大地

豊島北組 善福寺

よい子のつどい

西川 壱晟

河中北組 浄福寺

浄福寺子供会

服部 福心

〔小５〕 〔小３〕

〔幼年〕 〔幼年〕 〔小５〕

〔小５〕 〔小６〕 〔中１〕



豊島北組 善福寺 よい子のつどい 石原燈吾 小5｜

豊島北組 善福寺 よい子のつどい 荒木颯大 小3｜



豊島北組 善福寺 よい子のつどい 荒木大地 小5｜

第58回『児童生徒作品展』（展示期間：2024/11/9～11/16）

出展総数262点（書道165点／図画71点／作文10点／川柳16点）多くのご出展、ありがとうございました



　
２
０
２
５
年
２
月
　 

日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
に
て
、

『
大
阪
教
区
少
年
連
盟
結
成
　 

周
年
記
念
祝
賀
会
』
が

開
催
さ
れ
た
。
単
位
会
指
導
者
、
少
年
連
盟
歴
代
委
員
長
並
び
に
歴
代

役
員
、
そ
し
て
現
役
役
員
・
事
務
局
合
わ
せ
て
　 

名
が
参
加
し
た
。

27

60

28

祝賀会参加者 
※敬称略

河野 通哲
単位会

小林 顯英
安藤 和範

塚田 博教
木本 和行

戸川 教宏
朝山 大俊

森 祐真

歴代委員長

歴代役員

根來 貴子
渡邉 大祐

天野 覚亮
関 淳親

天岸 顕正

現役員〔祝賀会企画チーム〕

星野 徳行
森川 邦洋

茨田 誠也
鴬地 清登

松井 俊哉
竹林 存

源 修道
大谷 礼子

根來 亮慧
寺田 崇英

和田 亜都紗
政本 百花

大阪教区教務所長

大阪教区教務所

佐々木 善秀
中下 武史

藤原 淳裕

仲尾 信博

　
こ
の
言
葉
を
合
図
に
は
じ
ま
っ
た
祝

賀
会
。
懐
か
し
い
顔
が
揃
え
ば
、
そ
の

場
は
自
然
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
あ
の
頃
」

へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。

　
今
回
、
祝
賀
会
の
企
画
は
現
役
員
チ

ー
ム
が
務
め
た
。
活
動
映
像
上
映
や
思

い
出
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
景
品
争
奪
テ

ー
ブ
ル
対
抗
ク
イ
ズ
な
ど
、
世
代
を
超

え
た
盛
り
上
が
り
が
会
場
を
包
ん
だ
。

　
参
加
者
に
は
記
念
品
と
し
て
「
周
年
ロ
ゴ

入
り
輪
島
塗
ス
プ
ー
ン
」
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

和
三
盆
」
を
進
呈
。
結
び
に
は
、
同
じ
く
記

念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
新
教
材
制
作
『
ほ
と

け
の
子 

け
は
カ
ル
タ
』
の
完
成
発
表
も
行
わ

れ
、
終
始
熱
を
帯
び
た
２
時
間
で
あ
っ
た
。

「
ア
ミ
ー
ゴ
‼
」

大阪教
区少年

連盟結
成60周

年

大阪教
区少年

連盟結
成60周

年

記念祝
賀会

記念祝
賀会

　
　 

周
年
時
に
事
務
局
長
を
務
め
た
戸
川
教
宏
さ
ん
は
、「
懐
か
し

い
人
に
も
会
え
て
名
残
惜
し
い
け
れ
ど
、（
今
日
改
め
て
感
じ
た
）
熱

い
想
い
は
、
ま
た
自
坊
の
子
ど
も
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
教
区
少
年
連
盟
第
４
代
委
員
長
で
あ
り
、　 

周
年
時
に
実
行
委
員

長
を
務
め
た
小
林
顯
英
さ
ん
は
「
　
周
年
！
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ま
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
同
じ
道
を
ご
一
緒
に
！
」 

と
想
い
を
綴
っ
た
。
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単位会〔大阪教区少年連盟所属］
の皆さまへ、『けはカルタ』一式を
進呈いたします。（随時）

【プレゼント】

け
は
カ
ル
タ

け
は
カ
ル
タ

60

大
阪
教
区
少
年
連
盟
結
成
　 

周
年
記
念
『
教
材
制
作
』

ほ
と
け
の
子

誕
生
　
新
教
材

！

か
ね
て
か
ら
多
く
の
方
よ
り
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
「
新
た
な
教
材
」
に
つ
き
ま
し
て
、
大
阪
教
区

少
年
連
盟
で
は
、
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
カ
ル
タ
の
作
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
口
に
「
教
材
」
と
い
い
ま
し
て
も
、
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
各
寺
院
で
の
子
ど
も
会

な
ど
の
際
に
「
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
も
の
」
を
試
行
錯
誤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
『
ほ
と
け
の
子 
け
は
カ
ル
タ
』
で
す
。
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま

で
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
華
葩
型
の
カ
ル
タ
で
、
も
ち
ろ
ん
華
葩
と
し
て
仏
参
の
際
に
子
ど
も
た
ち
に

散
華
を
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
交
流
の
時
間
に
は
懐
か
し
い
カ
ル
タ
遊
び
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま

す
。

カ
ル
タ
の
内
容
は
仏
教
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
、
遊
び
な
が
ら
指
導
者
の
方
に
い
ろ
ん
な
解
説
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
に
差
が
あ
る
時
な
ど
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
特
殊
ル
ー
ル
な
ど
も
備
え
、
他
に
は
な
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
カ
ル
タ
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
子
ど
も
会
等
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

大
阪
教
区
少
年
連
盟
役
員 

「
け
は
カ
ル
タ
」
制
作
統
括
　
根
來
亮
慧

【 販売・問い合わせ 】
単位会所属ではない寺院さまでも
『けはカルタ』をお求めいただけ
ます。詳しくは大阪教区少年連盟
事務局まで。けはカルタ

特設ページ （価格未定／数に限りがあります）



新役員紹介



｜ 豊島南組 西法寺

｜ 石川北組 妙楽寺

｜ 交野組 西正寺

｜ 東住吉組 慈光寺

｜ 三郡組 西性寺

｜ 豊島南組 興法寺

｜ 東住吉組 源光寺

｜ 住吉組 常福寺

｜ 河中北組 浄福寺

｜ 河中北組 西庄寺

｜ 川北組 本照寺

｜ 豊島北組 廣教寺

｜ 交野組 誓願寺

｜ 石川南組 西法寺

｜ 中島組 徳蔵寺

｜ 大阪教区教務所

星野 徳行

森川 邦洋
茨田 誠也
髙田 唯依

安藤 尊昭
鴬地 清登
西村 誠哉
松井 俊哉
竹林 存
源 修道

大谷 礼子
根來 亮慧
寺田 崇英

和田 亜都紗
政本 百花

藤原 淳裕

委員長

副委員長

役員

事務局

新

新

新

新

新

2024年度～2025年度

大阪教区少年連盟役員委
員
長
談
話

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
連
盟
諸
事
業
に
ご

理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
先
般
の
記
念
祝
賀
会
を
も
ち
ま
し
て
、
周
年
事
業

が
無
事
結
び
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
す
。
改
め
て
、
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
委
員
長
と
し
て
２
期
目
の
任
期
が
開
始
し
た
昨
年
、

大
変
心
強
い
新
役
員
５
名
を
迎
え
、
よ
り
組
織
と
し
て
の
濃
度

が
増
し
ま
し
た
。
今
後
も
頼
れ
る
仲
間
と
共
に
、
各
単
位
会
活

動
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
お
念
仏

に
ふ
れ
る
た
め
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

星野 徳行

今も昔も、願いは一緒。

あなたも!
少年連盟のスタッフになれる☺

〔リーダー／役員]

スキルアップ 自坊で活かすまずは、
今年の夏季交歓会から♪

詳しくは事務局まで☎



子ども会活動してみたいけど、

ケガや 物損 が気になる...

【年会費】

￥6,000-
内訳：宗派少年連盟／大阪教区少年連盟へ各￥3,000-

特
典 ① 賠償責任保険へ自動加入

② 教材資料の割引販売
③ 連盟行事の参加費割引
④ 機関紙配布
⑤ 賞状（作品展）交付

今なら!!
新教材
無料進呈

販売も並行しているため、
在庫数に限りがあります

『けはカルタ』

例えば、「行事チラシをダウンロードすれ
ば、保護者への告知・情報共有がラクに
なる」など。紙チラシ紛失の心配もなし!

データだから、できること

詳しい情報／お問い合わせは、本願寺津村別院内大阪教区少年連盟事務局　　　06-6261-6796 まで

2 0 2 5 / 4  発行　発行所｜大阪教区少年連盟　代表者｜星野徳行（委員長）
〒541-0053 大阪市中央区本町4-1-3 本願寺津村別院内 TEL(06)-6261-6796 FAX(06)-6261-6735

「単位会」：少年連盟に所属する各寺院の子ども会等のこと

少年連盟に
登録しませんか？

単位会
た ん い か い

昨年度は、大阪教区内で新たに
3つの単位会が誕生しました!!

単位会代表者（指導者）さまと少年連盟事務局間で

変わります、連絡方法。

※『友だち追加』は原則、各単位会代表者（指導者）さま限定です。事務局より、ご本人様確認のチャットをお送りいたします。

【目標】2027年までの完全移行を目指します

【2025年度事業予定】

◆8月19日㈫～21日㈭
『夏季交歓会』

◆11月『報恩のつどい』

◆2026年初旬
　　　 『指導者研修会』

ほか


